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【
概
況
】

　

東
京
市
場
に
お
け
る
生
シ
イ
タ
ケ

の
入
荷
動
向
を
02
年
と
18
年
の
16
年

間
の
対
比
で
見
る
と
、
入
荷
量
は
29
％

減
り
、
単
価
は
22
％
高
く
な
っ
た
。
こ

の
パ
タ
ー
ン
は
野
菜
類
で
は
珍
し
く
は
な
い

の
だ
が
、
シ
イ
タ
ケ
に
関
し
て
い
え
ば
、
単
価

が
安
い
（
国
産
の
3
分
の
1
程
度
の
）
中
国
産

の
入
荷
が
急
激
に
減
っ
た
結
果
だ
。
入
荷
推
移

の
特
徴
は
、
6
～
9
月
の
夏
に
少
な
く
て
安

く
、
11
～
12
月
か
ら
年
明
け
に
か
け
て
の
時

期
、
鍋
シ
ー
ズ
ン
に
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
単
価
高

に
も
な
る
。

【
背
景
】

　

歴
史
的
に
シ
イ
タ
ケ
は
、
森
産
業
が
優
良
菌

と
種
コ
マ
を
開
発
し
て
以
来
、
全
国
に
原
木
栽

培
が
普
及
拡
大
し
、
天
然
の
産
物
か
ら
人
工
栽

培
へ
と
い
う
キ
ノ
コ
新
時
代
が
始
ま
っ
た
。
農

家
が
管
理
す
る
林
産
物
は
農
協
に
集
約
、
共
同

販
売
さ
れ
た
結
果
、
卸
売
市
場
に
お
け
る
定
番

商
品
に
定
着
し
て
単
価
も
安
定
し
て
い
く
。
し

か
し
平
成
に
入
る
と
、
シ
イ
タ
ケ
は
原
木
か
ら

人
工
菌
床
に
よ
る
栽
培
に
移
行
し
て
い
く
の

だ
が
、
省
力
・
効
率
化
を
歓
迎
す
る
生
産
側
に

対
し
、
当
初
市
場
や
消
費
者
は
菌
床
物
を
信
頼

し
な
か
っ
た
。

【
今
後
の
対
応
】

　

と
こ
ろ
が
、
菌
床
シ
イ
タ
ケ
を
量
産
す
る
中

国
か
ら
安
く
（
国
産
の
3
分
の
1
）
輸
入
が
始

ま
る
と
、00
年
に
は
4
万
t
ま
で
拡
大
し
た
が
、

安
全
性
へ
の
不
信
が
高
ま
る
と
、
輸
入
量
（
02

年
と
18
年
の
対
比
）
は
4
万
t
か
ら
２
０
０
０

t
へ
。う
ち
東
京
市
場
入
荷
は
４
５
６
６
t（
シ

ェ
ア
43
％
）
か
ら
７
９
４
t
（
同
11
％
）
と
激

減
。
こ
の
10
数
年
で
中
国
産
で
も
加
工
業
務
用

野
菜
は
数
量
が
回
復
し
た
が
、
減
り
っ
ぱ
な
し

は
小
売
商
材
の
シ
イ
タ
ケ
の
み
。
一
時
、
小
売

店
の
売
れ
筋
商
品
に
な
っ
た
中
国
産
の
需
要
を

国
産
が
ど
う
回
復
さ
せ
る
か
だ
。

【
概
況
】

　

東
京
市
場
に
お
け
る
シ
メ
ジ
の
入

荷
動
向
を
、
02
年
対
18
年
で
比
べ
る

と
、
数
量
は
14
％
増
え
、
単
価
は
15
％

安
い
。
圧
倒
的
主
産
地
は
長
野
で
02
年

に
80
％
、18
年
で
も
71
％
の
シ
ェ
ア
。
た
だ
し
、

産
地
構
造
は
変
わ
っ
て
お
り
、
02
年
で
は
残
る

2
割
は
茨
城
、
新
潟
、
福
岡
、
群
馬
が
2
～
4

％
程
度
で
分
け
合
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
18
年
に

な
る
と
新
潟
が
一
歩
抜
け
出
し
て
15
％
に
、
茨

城
が
７
％
で
続
く
。
18
年
の
14
％
増
の
内
訳
は

例
外
な
く
毎
月
ま
ん
べ
ん
な
く
増
え
て
い
る

こ
と
だ
。

【
背
景
】

　

シ
メ
ジ
は
、
昭
和
50
年
代
ま
で
は
「
ヒ
ラ
タ

ケ
」
を
ポ
ッ
ト
栽
培
し
た
た
め
、
カ
サ
も
小
さ

い
未
成
熟
状
態
で
、
煮
物
や
鍋
に
入
れ
る
と
食

感
も
頼
り
な
く
存
在
感
も
薄
か
っ
た
。
そ
こ
に

ク
リ
タ
ケ
の
仲
間
で
あ
る
、
食
感
が
し
っ
か
り

し
た
「
ブ
ナ
シ
メ
ジ
」
が
新
商
品
と
し
て
登
場

す
る
と
、
ヒ
ラ
タ
ケ
シ
メ
ジ
は
淘
汰
さ
れ
る
よ

う
に
一
気
に
減
少
し
た
。
い
ま
や
「
シ
メ
ジ
」

は
「
ブ
ナ
シ
メ
ジ
」
と
い
う
時
代
に
な
っ
た
の

は
、
本
社
を
長
野
市
に
置
く
ホ
ク
ト
が
全
国
に

生
産
工
場
を
配
し
、
売
り
場
で
徹
底
し
た
販
促

活
動
を
展
開
し
た
か
ら
だ
。

【
今
後
の
対
応
】

　

た
だ
し
、
長
野
県
が
常
に
圧
倒
的
な
主
産
地

だ
っ
た
の
は
、
企
業
農
業
の
ホ
ク
ト
と
同
県
の

Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
な
ど
系
統
と
が
、
切
磋
琢
磨

し
て
い
る
な
か
、
こ
れ
に
新
潟
の
「
雪
国
ま
い

た
け
」
が
シ
メ
ジ
生
産
を
始
め
、
シ
ェ
ア
争
い

を
展
開
し
て
き
た
結
果
で
あ
る
。
こ
う
し
た
競

争
環
境
の
な
か
か
ら
大
株
の
〝
ま
る
ご
と
シ
メ

ジ
〟
や
、
ハ
ネ
出
し
品
を
使
っ
た
安
価
で
大
袋

入
り
の
〝
カ
ッ
ト
し
め
じ
〟、
そ
し
て
カ
サ
が

大
き
い
〝
ヒ
ラ
タ
ケ
し
め
じ
〟
な
ど
差
別
化
商

材
が
開
発
さ
れ
、
幅
広
い
需
要
層
が
開
拓
さ
れ

て
い
る
の
だ
。

生シイタケ
輸
入
品
は
消
費
者
離
れ
で
需
要
支
持
も
な
し
、

エ
ノ
キ
に
ト
ッ
プ
の
座
奪
わ
れ
行
方
が
注
目

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2002年数量 2018年数量
2002年単価 2018年単価

2002年   10,594t／775円
2018年     7,532t／949円
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シメジ
ど
の
月
も
入
荷
が
増
え
て
い
る
点
に
注
目
、

カ
ッ
ト
品
や
ヒ
ラ
タ
ケ
種
に
需
要
増
え
る

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2002年数量 2018年数量
2002年単価 2018年単価

2002年    7,791t／516円
2018年    8,848t／439円
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需
要
の
構
造
変
化
に

対
応
し
て
き
た
キ
ノ
コ

野菜生産者のための相場研究第279 回

キ
ノ
コ
類
は
、
近
年
は
菌
床
栽
培
と
環
境
調
整
技
術
の
普

及
で
、
多
く
の
品
種
が
人
工
栽
培
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
生

産
、
出
荷
が
周
年
化
す
る
こ
と
で
、
年
間
を
通
じ
て
需
要
も

生
ま
れ
た
。
と
は
い
え
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
秋
～
冬
の
鍋
の

シ
ー
ズ
ン
に
ピ
ー
ク
を
持
つ
季
節
野
菜
で
も
あ
る
。
そ
の
一

方
で
、
消
費
傾
向
、
需
要
構
造
が
変
わ
る
こ
と
で
、
生
産
、

流
通
に
も
変
化
が
出
て
い
る
。
い
ま
で
は
鍋
の
具
に
は
エ
ノ

キ
ダ
ケ
に
地
位
を
奪
わ
れ
、
シ
メ
ジ
も
仲
間
入
り
す
る
な
ど
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
の
充
実
に
役
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
方
の

キ
ノ
コ
が
鍋
な
ど
の
煮
物
に
向
い
て
い
る
が
、
エ
リ
ン
ギ
は

鍋
に
は
向
か
な
く
て
も
成
長
著
し
い
。
生
産
構
造
が
農
外
資

本
に
集
約
、
寡
占
化
し
て
い
る
こ
と
も
成
長
し
た
一
因
だ
。
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東
京
市
場
で
3
千
ｔ
超
え
成
長
で
き
る
か
、

小
粒
〝
外
し
品
〟
が
需
要
増
の
突
破
口
か

【
概
況
】

　

東
京
市
場
の
エ
ノ
キ
ダ
ケ
の
入
荷

推
移
を
02
年
対
18
年
で
比
べ
る
と
、
数

量
は
44
％
も
増
え
て
単
価
は
31
％
安

く
な
っ
た
。
主
産
地
は
生
産
発
祥
の
地

で
も
あ
る
長
野
で
、
常
に
シ
ェ
ア
は
60
％
台
を

保
っ
て
お
り
、
18
年
で
は
68
％
。
続
く
新
潟
が

28
％
で
、
東
京
市
場
で
は
こ
の
2
県
が
独
占
し

て
い
る
。
エ
ノ
キ
ダ
ケ
は
シ
イ
タ
ケ
同
様
に
Ｊ

Ａ
主
導
の
品
目
で
、
企
業
系
生
産
者
は
参
入
し

て
い
な
い
。
い
ま
や
キ
ノ
コ
類
の
な
か
で
は
数

量
は
断
然
ト
ッ
プ
で
か
つ
て
の
シ
イ
タ
ケ
並

み
。
春
～
夏
に
も
需
要
が
あ
る
。

【
背
景
】

　

シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
と
し
た
他
の
キ
ノ
コ
に
な

い
独
特
の
食
感
が
い
い
。「
金
針
菇
」
と
書
く

中
国
で
は
、
原
種
に
近
い
た
め
に
黄
色
で
日
本

の
よ
う
に
白
く
な
い
。
金
色
の
針
の
よ
う
な
茸

と
い
う
意
味
だ
。
16
年
間
で
4
割
も
入
荷
数
量

が
増
え
て
い
る
の
は
、
ひ
と
つ
は
4
～
5
月
か

ら
夏
に
か
け
て
最
大
１
・
８
倍
も
増
え
、
周
年

供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
加
え
て
販
売
単
位

が
、
50
ｇ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
か
ら
１
０
０
g
以
上
～

1
株
単
位
と
大
型
化
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

鍋
類
に
は
欠
か
せ
な
い
食
感
に
な
っ
て
お
り
、

和
洋
中
ど
ん
な
料
理
に
も
合
う
食
材
だ
。

【
今
後
の
対
応
】

　

エ
ノ
キ
の
入
荷
は
93
年
に
1
万
３
０
０
０
t

を
超
え
て
以
来
、
景
気
悪
化
と
と
も
に
漸
減
。

が
、
02
年
に
９
０
０
０
t
台
で
底
を
打
ち
、
以

降
は
漸
増
し
て
き
た
。
17
年
に
は
1
万
５
０
０

０
t
に
迫
る
記
録
を
作
り
、
不
動
の
定
番
商
品

と
な
っ
て
い
る
。
主
産
地
長
野
で
は
、
全
農
が

主
導
し
て
キ
メ
細
か
な
生
産
振
興
と
、
市
場
出

荷
の
調
整
、
ス
ー
パ
ー
等
大
口
需
要
者
へ
の
契

約
販
売
強
化
な
ど
、
需
要
構
造
に
対
応
し
た
販

売
戦
略
で
臨
ん
で
い
る
。
直
販
比
率
が
高
く
な

っ
て
も
市
場
の
シ
ェ
ア
が
不
動
な
の
は
成
長
品

目
の
証
で
あ
る
。

【
概
況
】

　

東
京
市
場
の
エ
リ
ン
ギ
ダ
ケ
の
入
荷

を
16
年
間
で
比
較
す
る
と
、
数
量
は
47

％
増
え
て
単
価
は
23
％
安
く
な
っ
た
。

エ
リ
ン
ギ
が
入
荷
統
計
に
独
立
し
て
集

計
さ
れ
始
め
た
の
が
02
年
。
キ
ロ
単
価
は
７
０

６
円
と
高
か
っ
た
が
、
5
年
後
の
07
年
に
は
ほ

ぼ
倍
増
の
３
１
４
５
t
の
入
荷
で
単
価
は
５

１
６
円
と
落
ち
着
い
た
。
以
降
、
入
荷
は
増
減

を
繰
り
返
す
が
単
価
の
変
動
は
小
さ
い
。
主
産

地
は
本
格
生
産
を
始
め
た
ホ
ク
ト
の
あ
る
長

野
で
シ
ェ
ア
52
％
、
次
い
で
新
潟
の
43
％
。
07

年
に
ト
ッ
プ
だ
っ
た
群
馬
は
撤
退
し
た
。

【
背
景
】

　

も
と
も
と
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
天

然
物
が
定
着
し
て
い
た
品
種
で
、
日
本
で
は
ポ

ッ
ト
栽
培
技
術
が
開
発
さ
れ
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後

か
ら
始
ま
っ
た
。
食
感
は
香
り
の
な
い
マ
ツ
タ

ケ
と
い
っ
た
感
じ
だ
。
日
本
人
に
は
合
い
そ
う

だ
っ
た
が
、
登
場
し
た
当
時
は
か
な
り
の
高
単

価
商
品
で
調
理
法
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
、
消

費
者
へ
の
浸
透
は
遅
か
っ
た
。
近
年
は
売
価
も

安
く
な
り
、
ホ
ク
ト
も
メ
ニ
ュ
ー
提
案
や
契
約

取
引
量
の
拡
大
な
ど
で
小
売
店
と
も
連
携
強

化
し
て
い
る
が
、
キ
ノ
コ
類
で
も
鍋
に
は
向
か

な
い
こ
と
が
ネ
ッ
ク
に
。

【
今
後
の
対
応
】

　

現
在
は
、
先
駆
者
の
ホ
ク
ト
が
生
産
工
場
を

配
置
し
た
都
道
府
県
か
ら
の
入
荷
が
中
心
だ

が
、
雪
国
ま
い
た
け
が
エ
リ
ン
ギ
生
産
に
参
入

し
た
こ
と
で
、
新
潟
産
が
急
増
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
競
合
が
販
売
単
価
を
下
げ
て
お
り
、
買

い
や
す
く
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
数
量
的
に

は
ナ
メ
コ
の
後
塵
を
拝
し
て
い
る
。
小
売
店
の

キ
ノ
コ
の
品
ぞ
ろ
え
で
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

品
目
で
あ
り
、
業
務
仕
向
け
は
安
定
し
て
い
る

が
、
一
般
の
家
庭
需
要
が
定
着
し
て
い
る
と
は

言
い
が
た
く
、小
物
だ
け
を
集
め
た
〝
外
し
物
〟

に
は
徐
々
に
利
用
が
拡
大
し
て
い
る
。

流通
ジャーナリスト

小林  彰一
青
果
物
な
ど
農
産
物
流
通
専
門
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
㈱
農
経
企
画
情
報
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
。「
農
経
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
」
を
主
宰
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
情

報
紙
『
新
感
性
』、
月
刊
『
農
林
リ
サ
ー
チ
』
を
発
行
。
著
書
に
『
日
本
を
襲
う
外
国

青
果
物
』『
レ
ポ
ー
ト
青
果
物
の
市
場
外
流
通
』『
野
菜
の
お
い
し
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
』

な
ど
が
あ
る
ほ
か
、
生
産
、
流
通
関
係
紙
誌
で
の
執
筆
多
数
。

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2002年数量 2018年数量
2002年単価 2018年単価

2002年   9,655t／318円
2018年 13,895t／219円

0

500

1,000

1,500

2,000

100

200

300

400

500

600

エリンギダケ

11 12（月）10987654321

量
（ｔ） （円／㎏）

価格 
2002年数量 2018年数量
2002年単価 2018年単価

2002年  1,636t／706円
2018年  2,408t／542円
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エノキダケ
長
野
、
新
潟
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
独
占
、

直
販
が
増
え
て
も
市
場
シ
ェ
ア
は
不
動

流
通
に
も
変
化
が
出
て
い
る
。
い
ま
で
は
鍋
の
具
に
は
エ
ノ

キ
ダ
ケ
に
地
位
を
奪
わ
れ
、
シ
メ
ジ
も
仲
間
入
り
す
る
な
ど
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
の
充
実
に
役
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
方
の

キ
ノ
コ
が
鍋
な
ど
の
煮
物
に
向
い
て
い
る
が
、
エ
リ
ン
ギ
は

鍋
に
は
向
か
な
く
て
も
成
長
著
し
い
。
生
産
構
造
が
農
外
資

本
に
集
約
、
寡
占
化
し
て
い
る
こ
と
も
成
長
し
た
一
因
だ
。


